
問

新
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
基
本
構
想
が
決
定
さ
れ

た
後
に
、
市
民
参
画
を
行

う
こ
と
で
は
、
基
本
構
想

に
は
市
民
の
意
見
が
反
映

さ
れ
な
い
。

本
来
、
基
本
構
想
を
市

民
と
一
体
的
に
つ
く
る
こ

と
が
、
学
校
給
食
発
祥
の

地
、
食
文
化
創
造
都
市
と

し
て
の
醸
成
と
な
る
が
、

そ
の
機
会
を
失
っ
た
。

今
回
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
民
間

資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公

共
施
設
等
の
整
備
）
導
入

可
能
性
調
査
に
つ
い
て
、

調
査
項
目
と
中
間
報
告
、

及
び
調
査
結
果
の
公
表
は

ど
う
か
。

教
育
部
長

主
な
調
査
項

目
は
、施
設
整
備
と
規
模
、

建
設
候
補
地
、
機
器
の
性

能
、
概
算
事
業
費
と
、
候

補
と
な
り
得
る
事
業
手

法
、
民
間
事
業
者
の
意
向

調
査
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。今

、
中
間
報
告
に
向
け

作
業
を
進
め
て
い
る
。

問

整
備
基
本
計
画
の
進

捗
状
況
は
ど
う
か
。

教
育
部
長

官
民
の
役
割

分
担
を
整
理
検
討
し
、
整

備
方
式
を
示
せ
る
よ
う
策

定
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

問

整
備
基
本
計
画
は
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
可
能
性
調
査

と
並
行
し
て
、
庁
内
の
検

討
作
業
が
進
め
ら
れ
、
令

和
７
年
度
の
予
算
案
作
り

も
進
行
形
で
あ
る
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
を
導
入
す
る

際
に
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
リ

ー
業
務
委
託
を

カ
月
行

18

う
こ
と
と
な
り
、
多
額
の

委
託
費
の
予
算
計
上
が
必

要
で
あ
る
。

中
間
報
告
も
な
い
ま
ま

予
算
化
を
行
う
事
は
矛
盾

し
て
い
る
と
考
え
る
が

教
育
部
長

基
本
設
計
と

実
施
設
計
、
整
備
に
向
け

た
仕
様
書
の
作
業
を
行
う

必
要
が
あ
る
。

予
算
化
す
る
内
容
の
取

り
ま
と
め
作
業
を
行
っ
て

い
る
。
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鶴
岡
市
議
会

月
定
例
会
６
日
の
一
般
質
問
で
、
日

12

本
共
産
党
の
坂
本
昌
栄
議
員
は
、
①
新
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
整
備
計
画
、
②
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
、

③
鶴
岡
市
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
取
り
上
げ
ま
し
た
。

基
本
構
想
に
市
民
の
意
見
反
映
さ
れ
ず

問

不
登
校
児
童
・
生
徒

は
、
全
国
で
は
前
年
度
よ

り
１
・

倍
増
え
、

万

57

34

６
４
８
２
人
と
な
っ
て
い

る
。全

国
的
傾
向
で
も
あ
り

本
市
に
も
当
て
は
ま
る
。

数
年
前
か
ら
増
加
が
顕

著
と
な
っ
て
い
る
が
、
総

合
教
育
会
議
（
教
育
委
員

会
と
市
長
部
局
と
の
協
議

・
調
整
会
議
）
で
検
討
課

題
と
し
た
こ
と
は
あ
る
の

か
。

教
育
長

総
合
教
育
会
議

が
平
成

年
６
月
設
置
以

27

降
、
会
議
の
議
題
と
な
っ

た
こ
と
は
な
い
。

問

文
科
省
通
知
で
は
、

調
査
結
果
や
自
治
体
内
の

状
況
を
総
合
教
育
会
議
の

議
題
と
す
る
べ
き
旨
が
示

さ
れ
て
い
る
が
。

教
育
長

今
後
の
総
合
教

育
会
議
で
、
不
登
校
の
状

況
と
児
童
・
生
徒
の
支
援

に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く

こ
と
を
検
討
す
る
。

問

不
登
校
児
童
・
生
徒

の
支
援
と
し
て
、
教
育
相

談
セ
ン
タ
ー
内
に
「
適
応

不
登
校
増
加
、
会
議
で
検
討
し
た
か

指
導
教
室

お
あ
し
す
」

が
あ
る
。

学
校
と
同
じ
配
置
で
、

窓
も
な
く
、
壁
に
は
「
努

力
、
持
続
、
継
続
、
我
慢
、

工
夫
」
と
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。文

科
省
は
２
０
１
９
年

度
に
、「
適
応
指
導
教
室
」

の
名
称
を
「
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
」
に
変
更
し
た
。

名
称
の
変
更
と
教
育
環

境
の
改
善
の
検
討
は
ど
う

か
。

教
育
長

不
登
校
児
童
・

生
徒
へ
の
支
援
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
令
和
元
年
の

文
科
省
通
知
で
は
、
学
校

に
登
校
す
る
と
い
う
結
果

の
み
を
目
標
と
せ
ず
、
社

会
的
に
自
立
す
る
こ
と
を

目
指
す
必
要
が
あ
る
、
と

の
基
本
的
な
考
え
が
示
さ

れ
た
。

こ
の
こ
と
も
踏
ま
え
、

支
援
に
努
め
て
い
る
。

名
称
の
変
更
も
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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▽

４

日

、

吉

村

美

栄

子

鶴

岡

・

三

川

後

援

会

事

務

所

を

知

事

が

来

訪

(

写

真
）５

期

目

の

政

策

が

説
明
さ
れ
、

選

挙

に

臨

む
知
事
の
決
意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

知
事
を
支
援
す
る
県
議
・
市
議
ら
が
集

ま
り
ま
し
た
が
、
自
民
党
議
員
の
姿
は

無
し
。

▽
９
日
、
山
形
市
内
で
お
こ
な
わ
れ
た

知
事
選
出
陣
式
に
出
席
。
自
民
党
遠
藤

利
明
・
加
藤
鮎
子
両
代
議
士
の
来
賓
挨

拶
で
は
、
４
年
前
の
選
挙
で
吉
村
県
政

を
口
を
極
め
て
非
難
し
た
事
か
ら
の

「
転
換
」
の
説
明
は
無
き
が
如
し
。

そ
し
て
、
自
民
党
県
議
の
大
半
が
出

席
。
こ
の
４
年
間
「
人
口
減
少
は
吉
村

知
事
の
責
任
」「
卒
原
発
や
め
よ
」「
憲

法
改
正
に
賛
同
せ
よ
」
等
々
知
事
を
追

及
し
て
き
た
の
で
す
が
。

▽

年
の
知
事
選
で
共
産
党
は
、
○
政

09
治
と
行
政
の
も
っ
と
も
重
要
な
役
割

は
、住
民
の
生
命
と
生
活
を
守
る
こ
と
。

○
国
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、
労
働

者
派
遣
法
の
抜
本
的
見
直
し
を
求
め

る
。
○
少
人
数
学
級
の
推
進
。
○
乳
幼

児
医
療
費
の
無
料
対
象
年
齢
拡
大
。
○

私
学
助
成
充
実
。
○
農
家
の
具
体
的
な

要
求
に
も
と
づ
く
農
業
支
援
。
○
県
予

算
の
一
律
削
減
を
行
わ
ず
、
県
民
参
加

型
の
予
算
編
成
に
す
る
。
等
々
重
要
な

点
で
合
意
し
て
吉
村
候
補
を
支
援
、
初

当
選
に
貢
献
し
ま
し
た
。

以
来

年
、
こ
れ
ま
で
基
本
的
に
守

16

ら
れ
て
き
た
原
点
が
歪
め
ら
れ
な
い
よ

う
、
共
産
党
の
役
割
は
い
よ
い
よ
重
大

で
す
。（
県
議

関

徹
）



藤島庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
1月9日入札分

・令和6年災33-106大黒揚水機場災害復旧工事（楪字大縄場地内）（入札14業
者うち9業者辞退）
三和メイテック(株) 2,100,000円（2,120,000円）工期～3/31（落札率99.06％）
・令和6年災33-105三和第一揚水機場災害復旧工事（三和字街道下地内）（入
札8業者うち3業者辞退）
三和メイテック(株) 9,600,000円（9,720,000円）工期～3/31（落札率98.77％）
・令和6年災33-110山出川排水路災害復旧工事（添川字湯ノ沢地内）（入札2
業者）
森建設工業(株) 3,300,000円（3,870,000円）工期～3/21（落札率85.27％）

羽黒庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
1月9日入札分

・令和6年災33-10、33-118大桜(1)(2)災害復旧工事（羽黒町仙道字大桜地内）
（入札1業者）
(株)山田工務店 1,600,000円（1,600,000円）工期～3/21（落札率100.00％）
・令和6年災33-8大正災害復旧工事（羽黒町川代字大正地内）（入札1業者）
(株)山田工務店 2,160,000円（2,160,000円）工期～3/21（落札率100.00％）
・令和6年災33-11、33-119八森(3)(4)災害復旧工事
中止

・令和6年災33-6八森(2)災害復旧工事（羽黒町川代字八森地内）
中止

・令和6年災33-103八森(1)災害復旧工事（羽黒町川代字八森地内）（入札1業
者）
(株)丸元建設 6,160,000円（6,160,000円）工期～3/21（落札率100.00％）
・令和6年災33-5、33-114玉川(1)(2)災害復旧工事（羽黒町手向字玉川地内）
（入札2業者うち1業者辞退）
(株)山田工務店 4,970,000円（4,970,000円）工期～3/21（落札率100.00％）
・令和6年災33-2、33-102上台(1)(2)災害復旧工事（羽黒町上野新田字上台
地内）（入札2業者うち1業者辞退）
(株)山田工務店 12,250,000円（12,250,000円）工期～3/21（落札率100.00％）
・令和6年災33-7桜ヶ丘(3)災害復旧工事（羽黒町川代字桜ヶ丘地内）（入札2
業者うち1業者辞退）
(株)山田工務店 5,770,000円（5,770,000円）工期～3/21（落札率100.00％）
・令和6年災33-1、33-101桜ヶ丘(1)(2)災害復旧工事（羽黒町川代字桜ヶ丘
地内）（入札2業者うち1業者辞退）
(株)丸元建設 6,700,000円（6,710,000円）工期～3/21（落札率99.85％）

荘内病院管理課入札結果（ ）内は予定価格
12月18日入札分

・市立荘内病院 LED照明更新工事（入札8業者）
配工電気(株) 30,100,000円（30,830,000円）工期～3/27（落札率97.63％）

（
１
面
の
つ
づ
き
）

「
お
あ
し
す
」
は
、
多

様
な
学
び
の
一
つ
と
し
て

の
役
割
と
、
安
心
で
き
る

居
場
所
と
し
て
の
役
割
も

期
待
さ
れ
て
い
る
。

活
動
内
容
や
、
生
活
・

学
習
の
環
境
・
環
境
に
つ

い
て
も
、
在
り
方
に
つ
い

て
検
討
す
る

問

本
来
で
あ
れ
ば
旧
校

舎
を
利
用
し
た
学
校
臭
く

な
い
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
が
必
要
で
あ
る
。

広
大
な
面
積
を
持
つ
本

市
で
は
、
ま
ず
各
学
校
に

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
を
早
急
に
検
討
す
る
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

教
育
長

不
登
校
児
童
・

生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
支
援
が
で
き
る
校
内
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。今

年
度
か
ら
、
県
費
で

小
学
校
に
学
習
指
導
員
２

校
、
中
学
校
に
別
室
学
習

指
導
教
員
が
３
校
に
配
置

さ
れ
て
い
る
。

県
教
育
委
員
会
に
、
校

内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の

拡
充
を
要
望
し
て
い
く
。

問

「
鶴
岡
市
障
害
を
理

由
と
す
る
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
条
例
」
で

は
、
第

条
で
障
害
者
差

20

別
解
消
の
推
進
に
関
す
る

協
議
の
場
の
設
置
と
あ
る

が
、
ど
こ
に
あ
た
る
の
か

健
康
福
祉
部
長

障
害
者

地
域
自
立
協
議
会
と
な
っ

て
い
る
が
、
具
体
事
例
な

ど
が
協
議
さ
れ
た
こ
と
は

な
い
。

今
後
障
害
者
地
域
自
立

協
議
会
で
、
障
害
者
差
別

の
解
消
の
推
進
に
む
け
た

相
談
支
援
や
、
取
り
組
み

な
ど
の
報
告
を
行
い
、
協

議
会
の
委
員
か
ら
の
意
見

を
踏
ま
え
、
障
害
を
理
由

と
す
る
差
別
の
解
消
の
推

進
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

障
害
者
差
別
解
消
推
進
協
議
の
場
は

令
和
７
年
「
鶴
岡
市
二

十
歳
を
祝
う
会
」
が

日
、

12

荘
銀
タ
ク
ト
で
開
か
れ
ま

し
た
。

令
和
４
（
２
０
２
２
）

年
４
月
１
日
か
ら
、
民
法

改
正
に
伴
い
、
成
年
年
齢

が

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ

18
ま
し
た
が
、
鶴
岡
市
で
は

名
称
を
「
二
十
歳
を
祝
う

会
」
と
し
、
こ
れ
ま
で
同

様
に
当
該
年
度
中
に

歳
20

に
達
す
る
人
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

平
成

（
２
０
０
４
）

16

年
４
月
２
日
か
ら

年
４

17

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
中
学
３
年
生
時
の

人
数
の
男
子
５
５
６
人
、

女
子
５
０
０
人
の
計
１
０

５
６
人
（
学
校
基
本
調
査
）

が
対
象
で
す
。

市
消
防
団
に
よ
る
は
し

ご
乗
り
の
披
露
と
、
鶴
岡

土
曜
会
に
よ
る
合
唱(

大

地
讃
頌
な
ど)

で
開
会
。

二
十
歳
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
し
て
、
豊
浦
小
の
児
童

が
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

こ
の
世
代
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
、
中
学
の

卒
業
式
や
高
校
生
活
も
制

約
さ
れ
た
と
の
こ
と
で

す
。そ

れ
で
も
二
十
歳
代
表

に
よ
る
誓
い
の
言
葉
で

は
、
「
様
々
な
工
夫
を
し

な
が
ら
困
難
を
乗
り
越
え

て
こ
ら
れ
た
」
と
話
が
あ

り
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
出
身
中

学
校
ご
と
に
記
念
写
真
の

撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
日
本
共

産
党
か
ら
関
徹
県
議
と
長

谷
川
剛
市
議
が
参
加
し
ま

し
た
。

消
防
本
部
の
職
員
や
消
防

団
員
ら
２
８
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

各
地
区
の
消
防
団
員
が

伝
統
の
ま
と
い
振
り
の
披

露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

鶴
岡
市
消
防
本
部
管
内

で
の
去
年
の
火
災

件
数
は

件
で
、

30

前
年
を

件
下
回

12

り
、
統
計
開
始
か

ら
最
も
少
な
い
件

数
で
し
た
。

市
議
会
市
民
文

教
常
任
委
員
の
長

谷
川
剛
議
員
も
参

列
し
ま
し
た
。

鶴
岡
市
消
防
出
初
式
が

日
、
市
役
所
前
の
県
道

11

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
初
式
に
は
、
鶴
岡
市


